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日  曜 教 室・行 事 等     

    

 

4 土 仕事始め 

8 水 生け花（10:00～12:00） 

10 金 

人権を考える日 

健康体操（13:30～15:30） 

南子ども会（19:30～20:30） 

11 土 詩吟（19:00～21:00） 

13 月 成人の日+ 

14 火 茶道（13:30～15:30） 

15 水 フォークダンス（10:00～12:00） 

17 金 
健康体操（13:30～15:30） 

南子ども会（19:30～20:30） 

18 土 新春人権かるた･お手玉大会 10:00～ 

20 月 健康・太極拳教室（14:00～15:30） 

22 水 健康相談（1３:３0～15:30） 

24 金 

館長研修会（伊予市） 

健康体操（13:30～15:30） 

南子ども会（19:30～20:30） 

25 土 詩吟（19:00～21:00） 

27 月 健康・太極拳教室（14:00～15:30） 

28 火 茶道（13:30～15:30） 

29 水 
フォークダンス（10:00～12:00） 

生け花（13:30～15:30） 

31 金 
健康体操（13:30～15:30） 

南子ども会（19:30～20:30） 

1 月 の 教 室 ・ 行 事 予 定  ２０１４年１月 第１６４号 

発行：西 条 市 大 町 会 館  

西条市福武甲１６４４－１ 

  TEL・FAX ５５－５３９３  

E メール  

  omachikaikan@saijo-city. 

p 

     Saijo.ehime.jp 

    

◇日  程  平成２６年１月８日 (木 )～１月１５日 (水 ) 

『 大町会館生け花教室  新春いけばな 展 』 

第 164回 会館ミニ展示会 

◇場  所  大町会館  玄関ホール  

 

～毎月１０日は人権を考える日～ 

相田みつを（詩人 書家） 

独特の書体で書いた 

作品で知られる。 

 

なかなかむずかしいですよね。 

でもね 

人生をより充実したものにするために 

大きな夢を抱きましょう。 

ちょうどいいあんばいに力を入れてね。 

「うれしかったよ」 

ひるやすみに 一りんしゃであそんだよ。 

さいしょは バランスがとれなくて ころげたよ。 

なんかいも ころげたよ。 

ぜったい のってやる。 

もう一かい やってみたよ。 

「できたね。 よかったね。」 

ともだちが いってくれたよ。 

うれしかったよ。 

もう一かい やってみたよ。 

すこしじょうずになったよ。 

市内小学校一年生 

西条市教育委員会・西条市人権教育協議会 

相
田
み
つ
を
「
人
間
だ
も
の
」
よ
り 
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『 誇りある姿 』 

 
飯岡小学校 木村 留里子 

手作りの人権かるたを使った恒例のかるた

大会を開催します。 また、お手玉をしながら

福寿会のみなさんとの交流を深めたいと考え

ております。 ぜひ、ご参加ください。 

 

【日 時】 平成２６年 １月１８日（土） 

      １０：００～１２：００ 

【場 所】 大町会館 ２階大会議室 

申込みは大町会館（☎５５－５３９３）まで 

初めての 

「お豆腐を使った料理教室」。 

石川啓子先生の軽妙なお話や 

ワンポイントアドバイスに 

終始笑い声。 

何よりいいにおいのお料理に 

舌つづみ♪ 

 

 夏休みに特別支援学級の子どもと保護者で「夕涼み会」をしました。子どもたちが楽しい

ひと時を過ごしている間に、保護者の方が集まって懇談をしました。その言葉の端々には、

当然のことながら、わが子を何よりもいとおしく思っている慈愛の心があふれ出ていました。

胸が熱くなってしまいました。 

 お話を伺いながら、私は、昨年の飯岡区民運動会の自治会対抗リレーを思い出しました。

１年生から２年生にバトンをつないだときのことです。最後尾をみんなから少し離れて、走

ってくる子が見えました。それは、２年生になったばかりの特別支援学級の子でした。その

子は、速くはありませんが、必死の形相で走っています。見ると、トラックの中を一人の男

の人が、声をかけながら伴走しています。・・・お父さんです。バトンゾーンの少し手前で走

るのをやめて、その子が次の子にバトンを渡し終えるのを見守っていたお父さんは、大きく

何度もうなずいて、頭の上で大きな拍手を贈りました。歓声のために声は聞こえませんでし

たが、お父さんは、確かに「よう頑張った。ようやった。」と言われていたように思います。

お父さんは、我が子の頑張る姿を誇りに想い、校庭にあふれる 1,000 人を超える飯岡の人た

ちに、その思いを共有して欲しいと思っていたに違いありません。おそらく、お父さんは、

今までも、ずっとこうやってこの子の力を出し切れるよう、応援されてこられたのでしょう。

その姿を胸を張って紹介したかったのでしょう。 

 保護者会のあった翌日、飯岡「人権の夕べ」が開催されました。ハンセン病問題について

学んだこと、そして、自分を振り返ったことを子どもたちが発表してくれました。 

その中にこんなことを語ってくれた子がいました。 

「私のお母さんは、障がい者です。足が悪くてときどき他の人にじろじろ見られます。でも、

私はお母さんが大好きです。私の好きなクッキーも作ってくれます。私はお母さんが困って

いるとき、助けます。荷物をとってあげたり、・・・。でも、一番好きなお手伝いは、お母さ

んがこけないように手をつないで杖の代わりになることです。仲良くなれた気がするからで

す。だから、最後に本田さんと握手をしたとき、仲良くなれた気になりました。一緒に歩き

たいなと思いました。」 

 ステージに立ったその子は、胸を張り、柔らかな、しかし、凛とした表情で、目を輝かせ

ながら語ってくれました。誇りに満ちていました。会場に来てくださっていたお母さんは、

涙されたと聞きます。 

 先の父子の姿も、この母子の姿も、なんと尊いことか・・・と思うのは私だけではないは

ずです。「強さ」と「温かさ」、そして、「しなやかさ」も持ち合わせているように感じます。 

学ぶべき姿が、そこにあると私は思います。 


